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健康成人を対象とし
たリフレクソロジー
によるリラックス反
応の評価

共著 2002年9月 第33回日本看護学会
論文集　看護総合
P218～220

　健康な女性10名を対象に相補・代替
の１つであるリフレクソロジーの効果
について客観的な測定を行い、心理
的・生理的側面から明らかにすること
を試みた。
データ収集を担当した。
共著者：駿河恵理子、峰岸由紀子、横
山和世、菅野こずえ

1. 単著 2018年2月 獨協医科大学看護学
研究科

　就学前に支援を受けた自閉スペクト
ラム症児の母親の子育ての体験を明ら
かにすることを目的に、8名の母親へ
の半構造化インタビューを行った。イ
ンタビュー内容を逐語録化し、修正版
グラウンデッドセオリーアプローチを
用いて分析した。
　その結果、母親は可視化されないあ
いまいな自閉スペクトラム症の障害特
性と周囲の人々との相互作用の中で葛
藤しながらも障害児の母親として子育
てに取り組む体験をしていることが明
らかになった。
　支援者は、子どもの発達段階や母親
の気持ちの揺れ動きを理解し、他職種
との連携のもと継続した支援を行うこ
とが示唆された。

母親が自閉スペクト
ラム症をもつ子ども
の就学前に体験した
子育てのプロセス
（修士論文）
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母親が自閉スペクト
ラム症をもつ子ども
の就学前に体験した
子育てのプロセス

共著 2020年6月 第68回日本小児保健
協会学術集会

就学前に支援を受けた自閉スペクトラ
ム症児の母親の子育ての体験を明らか
にすることを目的に、8名の母親への
半構造化インタビューを行った。イン
タビュー内容を逐語録化し、修正版グ
ラウンデッドセオリーアプローチを用
いて分析した。
　その結果、母親は可視化されないあ
いまいな自閉スペクトラム症の障害特
性と周囲の人々との相互作用の中で葛
藤しながらも障害児の母親として子育
てに取り組む体験をしていることが明
らかになった。
　支援者は、子どもの発達段階や母親
の気持ちの揺れ動きを理解し、他職種
との連携のもと継続した支援を行うこ
とが示唆された。
横山和世（発表者）、井上ひとみ

発達障害支援におけ
る5歳児発達相談の有
用性－アセスメント
ツールの開発と活用
の効果－

共著 2020年6月 第68回日本小児保健
協会学術集会

5歳児発達相談を実施するにあたり、
独自に作成した調査票、気づきのシー
トおよび統一課題のアセスメントツー
ルを用いたA市における事業の取り組
み例について報告した。アセスメント
ツールの導入により、客観的なアセス
メントの、他職種との連携および情報
共有、保護者の気づきを促す結果説明
が可能となった。その結果、アセスメ
ントツールの活用は、発達障害児の早
期発見・早期支援、保護者への支援に
つながっていると考えられる。
横山和世（発表者）、柳川悦子、大島
美絵、山崎友理、並木千絵

発達障害支援におけ
る５歳児発達相談の
有用性（２）―特別
支援学校センター的
機能充実事業の視点
から―

共著 令和2年6月 第68回日本小児保健
協会学術集会

特別支援学校では、特別支援学校セン
ター的機能充実事業として、地域の特
別な教育的支援が必要な幼児とその保
護者への支援を行っている。その中
で、A市における園訪問等と実施後の
相談・支援の実際について報告した。
　実施の成果として、保健・医療・教
育・福祉等の連携がとりやすくなって
いる。園訪問で実際の現場から個別相
談につながり、よりよい支援を行うこ
とができていると思われる。
共同研究につき本人担当分抽出不可
能。
柳川悦子（発表者）、大島美枝、横山
和世、山崎友理、並木千絵
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発達障害支援におけ
る５歳児発達相談の
有用性（３）―協調
運動のスクリーニン
グと就学支援：作業
療法士の立場から―

共著 2020年6月 第68回日本小児保健
協会学術集会

個別及びグループ相談における効果的
な評価と協調運動の捉え方を作業療法
の視点で助言した取り組みについて成
果を報告した。
　早期に保護者や児に合った家庭や園
での関わり方を助言し、保護者が協調
運動の課題に気づくことは就学支援の
一助となる。気づきには、統一課題の
活用や心理面にも配慮したグループ相
談が有効であった。
共同研究につき本人担当分抽出不可
能。
柳川悦子（発表者）、山崎友理、大島
美枝、横山和世、並木千絵

発達障害支援におけ
る５歳児発達相談の
有用性（４）―心理
相談の役割―

共著 2020年6月 第68回日本小児保健
協会学術集会

臨床発達心理士が子どもの行動特性に
関する保護者の悩みに寄り添い対応方
法を助言し、その後も園との連携を図
り、保護者の支援を継続している。今
回、新たに試みた保護者同士のグルー
プワークについて報告する。
　実施の結果、保護者の心理状態や子
どもへの対応の改善により、子どもの
心理状態や行動の改善につながること
が確認された。
共同研究につき本人担当分抽出不可
能。
　柳川悦子（発表者）、並木千絵、大
島美枝、山崎友理、横山和世

．発達障害支援にお
ける５歳児発達相談
の有用性（５）―就
学への円滑な流れ

共著 2020年6月 第68回日本小児保健
協会学術集会

発達障害児の早期発見、早期療育が進
み就学への円滑な流れにつながったA
市における５歳児発達相談の取り組み
を報告した。
　５歳児発達相談でのスクリーニング
によりその後１年の支援や療育が成果
を上げ、さらに就学への円滑な移行に
より学校生活での混乱が少なくなって
いる。
共同研究につき本人担当分抽出不可
能。
　柳川悦子（発表者）、並木千絵、大
島美枝、山崎友理、横山和世
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．地域包括ケア演習
における看護学生の
学びの経験

共著 2024年1月 第12回日本公衆衛生
看護学会

地域包括ケア演習において学生が学ん
だ「地域包括ケアシステムにおける看
護職の役割」は以下のとおりである。
①地域と病院をつなぐ橋渡しとなるこ
と、②入院は「人生の通過点」という
視点でアセスメントすること、③正し
い正しくないではなく、その人にとっ
ての最善を尽くすこと、④確かな知識
と技術に立脚した専門性を身につける
こと、⑤医療ありきの思考から脱却す
ること、⑥地域と病院の看護職の連携
が移行支援の要になること、⑦自分に
できることは何かを常に模索すること
が明らかになった。以上の結果から、
地域包括ケア演習は「地域でその人ら
しく健康に暮らすことを支える看護が
できる人材」育成を目指す実感を伴っ
た学びにつながったと考えられる。地
域包括ケア演習を通して、以下の学修
成果が得られ本学が目指す「地域でそ
の人らしく健康に暮らすことを支える
看護ができる人材」育成のため、変化
する社会的背景、時代に求められる看
護職の役割を意識し、地域と大学が協
働して演習を作り上げていくことが今
後も必要であることが示唆された。
横山和世（発表者）、梅井尚美、井坂
恵、会沢紀子、中川泉、板垣昭代


